
NECキャピタルソリューション＜8793＞、リサ・パートナーズ＜892
4＞をTOBで子会社化

NECキャピタルソリューションは、リサ・パートナーズをTOB（株式公開買い付け）により子会社化す
ることを決めた。買付数に上限を設定しておらず、完全子会社化を目指す。リサ・パートナーズはTOB
に賛同を表明しており、TOB成立後に上場廃止となる見通し。

リサ・パートナーズは1998年の創業以来、事業再生や不良債権ビジネスを中心に投資ファンド事業を
展開する。2008年の金融危機以降は不動産関連の損失などが膨らみ、業績が悪化していた。NECキャ
ピタルソリューションはリサ・パートナーズを完全子会社化することで、アドバイザリー機能やファン
ド運営機能などを取り込み、自社の今後の金融サービスの核とする方針。NECキャピタルソリューショ
ンは現在、リサ・パートナーズの株式11.30％を所有しているが、所有する第1種優先株式と新株予約
権付き社債を普通株式に転換した場合、所有割合は32.14％（議決権ベース）となる。

TOBの買付価格は１株当たり３万6000円。TOB公表前営業日の対象株式の終値２万8360円に対して2
6.94％のプレミアムを加えた水準。

買付予定数は44万657株（下限は17万764株）で、下限に満たない場合は買い付けを実施しない。買
付予定額は最大158億6400万円。

買付期間は2010年11月１日から12月14日まで。決済の開始日は12月22日。


